
各  位

会 社 名 株式会社  トーアミ

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  北川 芳徳

（コード番号    5973    大証第２部）

問合せ先 常務取締役管理本部長  服部 利昭  

（ＴＥＬ  代表  072 － 876 － 1121）

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成21年5月12日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。

平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成21年9月30日） （単位：百万円）

増 減 率（％）

平成22年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成22年３月31日） （単位：百万円）

増 減 率（％）

（ご参考）前期実績

経  常  利  益

 平成21年10月30日

記

業績予想の修正に関するお知らせ

（ご参考）前期第2四半期実績

△ 900

1株当り四半期純利益

当期純利益

-

--

△ 460

△ 620

△ 160

20,954 295

△ 470

-

260

390

経  常  利  益

売    上    高 営  業  利  益

△ 140

△ 587

455495

売    上    高 営  業  利  益

-

10,317（平成21年３月期第2四半期）

増 減 額 (Ｂ) － (Ａ）

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）

△ 8.4 -

△ 417

8,327 △ 557

9,100

（平成21年３月期）

増 減 額 (Ｂ) － (Ａ）

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）

0

202

△ 15.9 - -

△ 2,940 △ 850 △ 760

15,560 △ 540

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 18,500 380 220

△ 510

△ 140

△ 447△ 773

四半期純利益

△98円61銭

32円21銭

△25円45銭

-

-

0円02銭

34円99銭

△85円89銭

1株当り当期純利益

平成22年３月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成21年9月30日） （単位：百万円）

増 減 率（％）

平成22年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成22年３月31日） （単位：百万円）

増 減 率（％）

（修正理由）

（１）第２四半期の業績

（２）通期の業績

（注）

売    上    高 営  業  利  益 経  常  利  益 四半期純利益 1株当り四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 7,800 △ 150 △ 150 △ 170 △27円04銭

-

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 7,177 △ 578 △ 540 △ 601 △95円59銭

439 191

増 減 額 (Ｂ) － (Ａ） △ 623 △ 428 △ 390 △ 431

30円51銭
（平成21年３月期第2四半期）

△7.9 - - - -

（ご参考）前期第2四半期実績
9,498 472

売    上    高 営  業  利  益 経  常  利  益 当期純利益 1株当り当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 16,000 350 350 200 31円81銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 13,400 △ 530 △ 470 △ 540 △85円89銭

増 減 額 (Ｂ) － (Ａ） △ 2,600 △ 880 △ 820 △ 740 -

△16.2 - - - -

（ご参考）前期実績
18,570 180 228 △ 39

  不動産・建設業界の不振の影響による需要低迷のため、当社の主力製品である「ワイヤーメッシュ」および「フープ」等の
受注量の落ち込みならびに販売価格の低下幅が、当社が予想していた水準をはるかに上回るものとなり、売上高は前回予想を
大幅に下回る見通しとなりました。
  また損益につきましても、主材料である線材の調達コストの低減および生産効率の向上ならびに製造コストの削減に努めま
したものの、売上高の大幅な減少による減益を補完するには至らず、連結・個別ともに営業利益、経常利益、四半期純利益は
いずれも前回予想を下回る見通しとなりました。

  上記の連結および個別業績予想値は、現在時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、製品市況や原料価格
等今後さまざまな変動要因により異なる結果となる可能性があります。

△ 6円26銭
（平成21年３月期）

  今後の不動産・建設業界の景気動向が不透明なことから、当社を取り巻く需給環境は引き続き厳しい状況にあり、同業他社
との価格競争等を含むさらなる収益の圧迫要因も懸念されます。
  当社は、競争力のあるトーアミＣＤメッシュの販売強化を図り、全社一丸となっての総コスト低減に努めておりますが、連
結・個別ともに通期の営業利益、経常利益、当期純利益はいずれも前回予想を大幅に下回る見通しとなりました。


